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帳

簿

よ

り

見

た

る

漠

代

の

官

僚

組

織

に

つ
い

て
.

国
家
の
領
土
が
涜
大
さ
れ
'
政
治
機
構
が
複
雑
化
す
る
と
'
上
意

下
達
'
下
意
上
達
は
共
に
文
書
を
以
て
行
な
わ
れ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
'
所
謂

｢文
書
行
政
｣
が
確
立
さ
れ
る
.
文
書
行
政
と
官
僚
制
慶

の
聾
達
と
は
相
並
ら
ぶ
も
の
で
あ
-
'
中
開
に
お

い
て
も
'
郡
願
制

度
の
粛
芽
を
見
る
春
秋
時
代
に
'
こ
の
徴
候
の
み
ら
れ
る
こ
と
は
t

.11日一
1

近
時
の
厳
所
望
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
｡
最
初
の
統

一

国
家
で
あ
る
秦
で
は
'
す
で
に
史
書
行
政
が
確
立
さ

れ
て

い
る
｡

T漠
の
高
鼠
が
秦
の
都
の
成
陽
を
攻
略
し
た
際
に
'
諸
将
が
争
っ
て

金
島

･
財
賓
を
わ
け
と
り
し
た
の
に
射
し
'
青
何

7
人
が
虞
覚
に
秦

の
丞
相
府
に
保
有
さ
れ
て
い
た
律
令
囲
書
の
類
を
分
捕
っ
た
｡
こ
れ

米

田

賢

次

に
よ
っ
て
高
組
は
い
な
が
ら
に
し
て
'
天
下
の
要
害
'
戸
口
の
多
少
'

人
民
の
疾
苦
す
る
所
を
知
り
,
以
後
の
戦
に
非
常
に
役
禦

た
｣
と

Gid2

い
う
周
知
の
丈
は
'
能
吏
青
何
の
面
目
を
語
る
は
な
し
と
し
て
有
名

で
あ
る
が
'
同
時
に
中
央
に
坐
し
て
諸
国
の
賀
状
を
窺
知
し
､
種
々

必
要
な
指
令
を
出
し
て
い
た
-

秦
の
中
央
集
権
制
が
革
に
重
文
で

な
か
っ
た
-

史
料
と
し
て
も
'
重
税
す
る
憤
値
が
あ
る
｡
多
く
の

鮎
で
'
秦
の
制
度
を
継
承
し
た
藻
で
も
'
こ
の
様
な
文
書
政
治
の
行

わ
れ
た
こ
と
は
'
青
何
が
張
蒼
を
'
文
書
の
司
で
あ
る
計
相
に
任
盾

.1rJ一
3

し
た
事
賓
で
も
想
像
さ
れ
る
が
､
夷
の

一
例
を
鴇
げ
よ
う
｡

(李
)康
行
無
部
曲
行
陳
'
就
善
水
草
頓
舎
'
人
人
目
便
'
不
撃
巧

0
0

斗
自
衛
'
莫
府
省
文
書
'
然
亦
速
斥
候
'
未
嘗
遇
害
､
程
不
識
正

部
曲
行
伍
'
営
陳
撃
巧
斗
'
吏
治
軍
簿
室
明
､
軍
不
得
自
便
'
不
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識
日
'
李
将
軍
極
簡
易
､
然
虜
卒
犯
之
無
以
禁
'
而
其
士
亦
侠
奨
[

馬
之
死
'
我
軍
雄
煩
擾
'
虜
亦
不
得
犯
我

漢
書

五
四

李
摩
蘇
建

停
李
贋

･
程
不
論
の
両
人
は
'
女
帝

･
景
帝
時
代
の
名
将
で
'
と
も
に

連
軍
に
婿
と
し
て
'
旬
奴
の
防
衛
に
功
の
あ
っ
た
将
軍
で
あ
る
｡
性

格
の
相
反
す
る
二
人
を
封
比
し
た
面
白
い
文
で
あ
る
が
'
そ
の

7
陳

に
'
軍
籍
の
整
理
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
'

戦
陣
危
急
の
間
で
も
'
帳
簿
の
記
入
が
軍
吏
の
重
要
な
任
務
の

7
つ

で
あ
っ
た
､に
相
違
な
い
.
軍
中
に
お
い
て
も
然
り
と
す
れ
ば
'

7
般

民
治
や
軍
屯
の
場
合
は
'
さ
ら
に
帳
簿
の
厳
格
な
記
入
が
要
求
さ
れ

て
い
た
で
あ
ろ
う
.
か
く
考
え
て
乗
れ
ば
､
官
署
の
文
書
の
内
容
'

或
は
そ
の
授
受
の
形
式
を
追
求
す
る
こ
と
は
'
漠
帝
国
の
官
僚
組
織

の
茸
態
を
解
明
す
る
た
め
の
有
力
な
鍵
を
輿
え
る
も
の
と
見
倣
し
て

差
支
な
い
｡

二

宮
文
書
の
動
き
を
大
別
す
れ
ば
､
二
つ
の
ル
ー
ト
に
大
別
で
き
る
.

7
は
直
葦
関
係
の
な
い
'
管
轄
の
異
る
官
藤
間
に
授
受
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
､
他
は
上
下
の
支
配
関
係
に
あ
る
官
廉
間
の
命
令

･
報
告
の

類
で
あ
る
｡
小
論
で
は
'
主
と
し
て
後
者
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
o

こ
の
場
合
'
中
央
と
地
方
官
廉
と
を
結
ぶ

｢き
ず
な
｣
が
間
薄
と
な

る
が
'
こ
れ
に
は
'

糾刺
史
の
報
告
'
囲
大
司
農

へ
の
月
旦
の
報
告
､

刷
上
計
の
帳
簿
t
等
が
あ
げ
ら
れ
る
.
以
下
史
料
の
関
係
か
ら
'
上

計
の
制
度
を
通
じ
て
中
央
と
地
方
の

｢
つ
な
が
り
｣
を
考
え
よ
う
.

漠
代
の
上
計
に
つ
い
て
は
､
王
慮
麟
始
め
先
撃
の
研
究
は
少
く
な

S.が
'
特
に
専
管
と
し
て
は
'
鎌
田
重
雄
氏
の
堆
篇

｢漠
代
郡
図
の

lid

上
計
｣
が
あ
聖

.い
ま
そ
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
,-

3績
百
官
志
に
見
え
る
上
計
の
吏
と
は
郡
図
の
上
計
吏
で
'
州
は
州

吏
を
し
て
郡
図
の
計
簿
を
督
察
す
る
も
の
で
あ
る
.

㈲計
簿
は
歳
首
の
朝
食
を
期
し
て
上
奏
さ
れ
る
｡
計
簿
擾
母
歳
十
月

で
始
り
､
翌
年
九
月
に
終
る
.
内
部
は
毎
年
上
奏
す
る
が
'
連
郡

は
三
年
に

1
回
で
あ
る
.
計
簿
に
よ
る
地
方
官
の
治
績
堅

二
年
を

以
て
決
定
す
る
｡

刷
上
計
の
責
任
者
は
郡

･
主
観
の
丞

'
長
吏
で
'
後
漠
は
上
計
吏
で

あ
る
｡
後
に
は
郡
吏
の
幹
部
の
優
秀
な
者
が
選
ば
れ
る
が
'
普
通

に
は
功
菅
で
あ
っ
た
｡
上
計
吏
は
滞
京
中
'
大
鴻
櫨
の
指
示
を
受
ー

け
て
S,た
.

1

帥計
倍
と
は
'
今
迄
に
種
々
の
議
論
が
あ
る
が
'
要
す
る
に
上
計
吏
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の
も
た
ら
し
て
行
く
人
と
物
を
計
借
と
解
す
べ
き
tで
あ
る
.

等
の
諸
鮎
が
蜜
野
さ
れ
て
い
る
｡

精
密
な
考
琵
を
へ
て
導
き
出
さ
れ

た
こ
の
結
論
に
'
私
は
異
論
を
持
つ
の
で
は
洩
い
が
､
計
簿
白
魔
の

研
究
と
い
ぅ
よ
り
は
'
上
計
簿
を
作
っ
て
か
ら
の
'
手
練
の
問
題
が

中
心
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
帳
簿
が
郡
の
役
所
で
作
ら
れ
る
ま
で
に
は
'

郡
の
下
に
あ
る
願

･
郷
の
役
人
が
ど
の
よ
う
に
動
員
さ
れ
た
か
'
上

計
簿
に
収
め
ら
れ
た
記
録
は
ど
の
様
な
帳
簿
に
基
い
た
か
'
果
し
て

こ
れ
ら
の
原
簿
が
精
密
な
信
用
の
置
け
る
も
の
か
｣
等
の
諸
鮎
が
'

藻
代
の
官
僚
政
治
の
葦
態
を
知
る
上
に
t
よ
り
重
大
な
問
題
で
は
な

か
ろ
う
か
｡
私
は
直
凄
'
嘗
時
の
下
級
官
吏
の
帳
簿
を
資
料
と
し
て
'

こ
れ
ら
の
問
題
に
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
｡

三

(A
)●
贋
地
南
部
言
'
奉
冗
五
年
六
月
'
官
兵
釜
櫨
月
言
簿
'

承
五
月
飴
官
考
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

7
口
'
穏
二
合
'

今
飴
官
考
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

一
口
'
棲
二
合
'
帝
入
出
'

具
考

f
張
､
力
四
石
､
未
開
'

格
堅
羊
頭
鍋
飯
箭
'
升
八
枚
'

故
釜

一
口
､
鍾
有
銅
口
呼
'
長
五
寸

(餐
)

棲

一
合
'
上
蓋
統
二
所
'
倉

大

如
疎
'

●
右
破
胡
陳
…兵
物
'

具
琴

7
張
'
カ
国
石
'
五
木
破
'
故
繋
往
々
絶
'

育
夫
銅
鉾
箭
､
五
十
枚
'

穏

7
倉
'
倣
轟
不
任
用
'

●
右
河
上
陳
兵
物
'

●
凡
琴
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

l
口
'
歳
二
倉
'
静
他
人
'

永
元
五
年
六
月
壬
辰
朔

7
日
壬
辰
'
贋
地
南
部

候
長
信
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之
'
謹
移
六
月
見
官
兵
物

月
111.,急
滞
1
締
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之

(B
)●
贋
地
南
部
言
､
奉
冗
五
年
七
月
､
見
官
兵
釜
櫨
月
言
簿
'

東
六
月
飴
官
努
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

7
口
'
櫨
二
合
､

今
飴
官
驚
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

一
口
'
棲
二
合
'

●
具
考

一
張
'
力
闘
石
'
木
蹄
'

階
堅
羊
頭
銅
鉾
箭
'
升
八
枚
'

故
釜

1
ロ
'
鐘
有
鏑
口
呼
､
長
五
寸
'

棲

f
合
､
上
蓋
快
二
所
､
各
大
知
疎
'

●
右
破
胡
陳
…兵
物
､
..

●
具
考

一
張
'
力
四
石
'
五
木
破
'
故
繋
往
々
絶
'
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盲
失
銅
線
第
､
五
十
枚
'

(不
)

棲

1
倉
'
微
意
石
任
用
'

●
右
河
上
燃
兵
物
､

●
凡
驚
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

1
ロ
'
穏
二
倉
､
塀
出
入
'

奉

冗
五
年
七
月
王
威
朔
二
日
発
寒
'
贋
地
南
部

候
長
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之
'
謹
移
七
月
見
官
兵
釜
植

月
言
簿

7
編
'
叩
頭
死
罪
敢
貫
之

(C
)●
虞
地
南
部
言
'
永
元
六
年
七
月
'
見
官
兵
釜
礎
月
言
簿
'

東
六
月
飴
官
琴
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

7
口
'
砥
二
合
'

●
具
努

一
張
'
力
四
石
'
木
開
'

格
堅
羊
頭
銅
鍛
箭
'
井
八
枚
､

故
釜

一
口
'
鐘
有
鏑
口
呼
'
長
五
寸
'

櫨

7
合
'
上
蓋
快
二
所
'
各
大
知
疎
'

●
右
破
胡
陳
仙

●
具
驚

7
張
'
力
四
石
'
五
木
破
､
故
繋
往
々
絶
､

盲
矢
銅
鍛
箭
'
五
十
枚
､
.

碇

7
4
口
'
敬
重
不
任
用
'

●
右
河
上
燃

●
凡
考
二
張
'
箭
八
十
八
枚
'
釜

7
ロ
'
撃

1･4.口
'
塀
出
入
'

永
元
六
年
七
月
丙
辰
朔
二
日
丁
巳
'
贋
地

南
部
候
長
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之
'
謹
移
七
月
見
官
兵

釜
櫨
月
言
簿

7
編
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之

(D
)●
贋
地
南
部
言
'奉
九
七
年
正
月
蓋
三
月
､見
官
兵
釜
櫨
四
時
簿

承
六
年
十
二
月
蝕
官
琴
二
張
'箭
八
十
八
枚
'釜

l
ロ
､
櫨
二
倉
'

●
具
考

7
張
'
力
四
石
'
未
開
'

格
堅
羊
頭
銅
鉾
箭
'
升
八
枚
'

故
釜

7
口
'
鍾
有
固
口
呼
'
長
五
寸
'

産

7
合
'
上
蓋
映
二
折
'′
各
大
如
疎
'

●
右
破
胡
麻
'

●
琴

7
張
'
力
四
石
'
五
木
破
,
故
繋
往
々
絶
,

盲
央
銅
錐
箭
'
五
十
枚
'

棲

1
合
'
敵
轟
不
任
用
'

●
右
河
上
林
'

奉
1g
七
年
三
月
壬
午
朔

7
日
'
贋
楓
南

部
候
長
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之
'
謹
移
正
月
毒
三
月
'
見

官
兵
釜
棲
四
時
簿

一
編
'
叩
頭
死
罪
教
育
之

･
｢簿

(E
)●
庚
地
南
部
言
､
永
元
七
年
四
月
轟
六
月
'
見
官
兵
釜
棲
四
時

承
三
月
飴
官
琴

7
張
'
箭
八
十
八
枚
､
釜

一
口
､
櫨
二
合
'
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●
具
考

一
張
､
カ
国
石
､
本
陣
'

隅
製
革
疎
銅
鐸
箭
'
八
十
八
枚
'

故
釜

1
口
'
鐸
有
固
□
呼
､
長
五
寸
､

撒

一
合
'
上
蓋
妖
二
所
､
各
大
如
疎
､

●
右
破
胡
撲●

其
驚

一
張
､
刀
川
石
'
五
木
破
､
故
繋
往
々
絶
'

盲
失
銅
服
箭
'
三
十
枚
'

桔

l
合
､
故
意
.{
任
用
､

●
右
河
上
隊
…

永
元
七
年
六
月
辛
亥
朔
二
=
壬
子

膜
地
南
部
候

長

叩
琉
死
罪
取
言
之
､
謹
移
拘
甫
畢

ハ
月
見
官
兵
釜

枯
四
時
簿

一
編
'
叩
頭
死
罪
敢
言
之

図版∬

本
櫛
の
解
説
は
努
琴
比

嘉

娃
漠
簡
考
輝
｣
C
得
失
に
従
っ
た
o

木
簡
は
七
十
五
の
木
簡
の
連
綴
さ
れ
た
長
い
も
の
で
､
そ
の
鮎
居

1ヽノ

延
木
簡
中
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
勘
｡
ま
た
年
代
的
に
見
て
も
'

他
の
記
年
僻
は
後
漢
光
武
帝
の
建
武
六
年
を
最
末
と
し
て
そ
れ
以
前

の
も
の
,
即
ち
前
漠

･
王
葬
時
代
の
も
の
で
あ
る
.
し
か
る
に
こ
@

一
僻
は
,

そ
れ
よ
G
六
十
飴
年
を

へ
た
､
和
帝
の
永
元
五
年
六
月
か

ら
同
七
年
六
月
に
至
る
,
贋
地
南
部
候
長
が
上
級
の
贋
地
南
部
候
官

に
あ
て
た
報
菅
書
で
あ
る
｡
漠
簡
中
最
も
長
編
の
も
の
で
'
か
つ
年

代
的
に
孤
立
し
た
鮎
'
特
に
注
目
に
値
す
る
簡
で
あ
る
｡

一

lid

以
下
JJ
の
簡
に
つ
′い
て
若
干
分
析
を
試
み
よ
れ
･
前
述
の
･,J
と
く

8

こ
れ
は
､
贋
地
南
部
候
長
の
提
出
し
た
和
帝
の
永
元
五
年
六
月
,
同

t

年
七
月
､
讐

ハ
年
七
月
の
官
兵
釜
槍
の
月
言
簿
､
同
七
年

一
月
よ
り

三
月
に
至
る
も
の
と
'
四
月
よ
旦

ハ
月
に
至
る
二
通
の
四
時
簿
で
あ

ち
(以
下
編
次
に
順

っ
て
A
･B
･C
･D
･E
文
書
と
略
稀
す
)
｡

こ
の

五
文
書
は

1
見
し
て
､
同

一
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
t
A
文
書
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う
｡

暴
利
の

二
村

｢贋
地
南
部
-

･月
言
簿
｣
は
'
こ
の
帳
簿
の
名
稀

と
考
え
て
よ
S
.
贋
地
南
部
と
は
後
の
贋
地
南
部
候
の
こ
と
で
あ
る
O

官
兵
釜
砥
月
言
簿
と
は
'
設
備
品
で
あ
る
官
給
の
兵
器

･
釜

･
椿
の
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Cid

異
同

･
状
態
を
月
々
に
報
普
す
る
定
期
的
な
報
告
書
の
名
で
あ
毎

第
二
行
は
前
月
の
去

月
の
備
品
の
数
量
｡
次
行
か
ら
は
現
在
高
の
内

諾
で
'
配
下
の
各
棟

(
と
云
っ
て
も
支
配
し
て
3,る
幣
は
二
個
に
す

ぎ
な
い
)
こ
と
の
品
目
と
数
量
と
状
態
が
書
き
だ
さ
れ
て
い
る
｡
終

末
か
ら
の
四
行
目
は
'
再
び
候
の
査
髄
G
L品
目

･
数
量
で
あ
る
｡
最

後
の

7
文
は
報
告
の
日
附
と
'
こ
の
報
告
書
の
責
任
者
で
あ
る
贋
地

南
部
候
長
信
が
自
分
の
上
官
に
あ
て
た
報
告
文
で
､
報
告
用
の
キ
マ

り

リ
文
句
が
な
ら
べ
ら
れ
て
い
る
.
こ

の
種
の
報
告
書
は
候
こ
と
に
提

出
さ
れ
る
か
ら
､
候
官
に
は
支
配
す
る
候
の
数
だ
け
提
出
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

さ
て
前
に
戻

っ
て
簡
全
髄
に
つ
3,て
考
え
て
み
る
と
不
審
な
鮎
が

な
い
で
は
な
い
0
月
言
簿
と
は
月
毎
に
〆
切
ら
れ
る
報
告
書
で
あ
る

か
ら
'
毎
月
報
告
が
あ
る
筈
で
あ
る
に
か
1

わ
ら
ナ
'
こ
1

で
は
五

年
六
月

･
七
月
か
ら
七
年
の
七
月
ま
で
報
告
が
な
い
.
ま
た
A
･B
･

C
は
月
言
簿
で
あ
り
t

D
･E
は
四
時
簿
で
あ
る
の
も
合
鮎
が
ゆ
か

な
い
｡
藤
枝
氏
は
こ
の
鮎
に
関
し
て
'

月
言
簿
と
は
云
い
な
が
ら
'
永
元
五
年
六
月

･
七
月
の
あ
と
は
､

翌
六
年
七
月
に
作
り
'
次
は
四
時
簿
に
撃

っ
て
七
年

7
-
三
月
分
､

四
～
六
月
分
に
作
る
｡
束
を
ま
わ
し
て
考
え
れ
ば
七
月
の
定
期
検

査
に
は
､
六
月
分
の
帳
簿
を
見
せ
れ
ば
こ
と
す
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
｡

･
･
‥
中
略
-
‥
ま
た
四
時
簿
と
な
っ
て
い
る
の
は
'
途
中

(永
元

七
年
よ
り
)
規
産
が
挙
り
'

7
年
四
通
で
辻
つ
ま
を
合
せ
る
棟
に

規
定
が
襲
っ
た
と
解
す
れ
ば
よ
S,

St

と
の
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
.
し
か
し
そ
う
な
ら
ば
､
五
年
に

は
六
月

･
七
月
と
二
通
､
六
年
に
は
七
月
の

1
通
に
な
っ
て
S,る
の

も
理
由
が
た
た
な
い
｡
ま
た
四
時
簿
で
あ
れ
ば
'
な
に
も
二
通

の
必

要
が
な
い
.
そ
の
外
､
居
延
木
簡
に
は
六

･
七
月
以
外
の
帳
簿
も
津

山
あ
る
｡
第
二
に
､
永
元
七
年
に
規
定
が
襲

っ
た
と
い
う
が
､
そ
れ

3

以
前
の
年
耽
の
し
る
さ
れ
た
四
時
簿
も
頻
出
す
る
以
上
'
こ
ゝ

で
の

朗

規
定
襲
芸

は
必
ず
し
も
従
宗

た
霊

で
竺

の
疑
問
を
如
何
に

1

解
樺
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
.
い
ま
篤
農
を
詳
細
に
注
意
し
て
み
る
と

(因
に
こ
の
蔦
虞
は
努
幹
氏
の
聾
表
し
た
唯

7
の
も
の
で
あ
る
)
､
B

文
書
と
C
文
書
と
の
間
に
明
白
な
切
目
が
あ
り
'
簡
帯
の
結
び
目
ら

し
い
も
の
す
ら
蔑
見
出
来
る
(囲
版

1
参
照
)
.
ま
た
C
と
D
と
の
間

に
は
簡
の
上
帯

･
下
帯
と
も
に
喰
達
が
あ
る
(圏
版

-
参
照
)
｡
し
て

み
る
と
'
も
と
も
と
連
擬
さ
れ
て
い
た
'
同

7
の
簡
で
は
な
く
t
A
･

B
(-
五
年
の
月
言
簿
)
t
c
(六
年
月
言
簿
)
t
D
･E
(七
年
四
時
簿
)

は
元
来
別
々
の
も
の
で
あ
っ
た
も
の
を
t

T
つ
に
結
び
つ
け
た
も
の
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と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
｡
恐
ら
-
毎
年
毎
年
そ
の
年

一
年
間
の
月
言

簿
の
綴
り
が
保
有
さ
れ
て
3,て
'
そ
の
中
か
ら
奉
冗
五
年
度
の
分
は

六
'･
七
雨
月
分
を
'
六
年
度
は
七
月
分
の
み
を
は
ぎ
と
っ
て
'
七
年

分
の
上
年
期
の
綴
り
に
む
す
び
付
け
た
,も
の
と
断
定
し
て
間
違
あ
る

0
0

ま
い

(各
文
書
の
文
字
の
調
子
が
臭

っ
て
い
る
の
も
こ
の
考
え
方
を

裏
付
け
る
)0

で
は

一
髄
何
の
必
要
が
あ
っ
て
こ
の
様
な
ツ
ギ

ハ
ギ
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
｡
し
か
も
六

･
七
月
分
の
集
計
の
み
三
年
分
も
あ
っ
め
た

の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
｡
｢
三
年
間
の
集
計
｣
か
ら
直
ち
に
聯
想
さ
れ

る
も
の
は
'
連
郡
に
お
い
て
は
三
年
に

1
度
行
わ
れ
る

｢上
計
の
制

一

度
｣
で
あ
り
'
六

･
七
月
の
集
計
と
い
え
ば
八
月
の
案
比
に
関
係
あ

り
.

る
に
達
S.な
い
.
し
か
し
上
計
は
九
月
を
以
て
断
じ
'
･か
つ
そ
の
内

容
は
左
の
胡
贋
の
文

＼

秋
冬
歳
壷
'
各
計
願
戸
口
･
墾
田

･
鐘
穀
入
出
'
盗
賊
多
少
'
上

其
集
簿

後
漢
書
三
八

首
官
五
経
所
引

FJ01

か
ら
判
断
し
て
､
鎌
田
氏
が
指
摘
し
て
い
る
如
く
､
両
者
は
密
接
な

関
係
が
あ
る
.
い
な

｢案
比
の
結
果
が
､
上
計
の
報
告
の
重
要
な
部

分
の
1
つ
で
あ
る
｣
と
い
っ
て
も
過
言
で
あ
る
ま
い
｡
か
く
考
え
れ

ば
'
結
局
こ
の
簡
は
上
計
簿
作
成
の
た
め
に
'
三
年
間
の
帳
簿
の
申

か
ら
'
そ
れ
に
必
要
な
部
分
を
ツ
ギ

ハ
ギ
し
た
も
の
と
断
定
し
て
間

違
は
な
3,.
候
長
か
ら
の
報
告
書
を
こ
の
様
に
そ
ろ
え
'
候
官
で
改

め
て
清
書
し
て

(蔦
虞
を
見
れ
ば
呉
線
を
引
い
た
り
､
囲
版

丑
の
こ

と
き
白
簡
も
あ
る
か
ら
そ
の
ま
ゝ

繰
出
し
た
も
の
と
到
底
考
え
ら
れ

な
い
o
ま
た
報
告
に
は
そ
の
数
字
だ
け
が
必
要
で
あ
る
か
ら
'
台
帳

が
月
言
簿
で
も
四
時
簿
で
も
関
係
な
い
｡
清
書
の
際
に
は
D
史
書
は

省
略
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
)
都
尉
に
迭
少
､
都
尉
で
は
配
下

の
各
候
官
か
ら
途
付
し
て
き
た
'
こ
れ
ら
三
年
間
の
集
計
を
更
に
整

理
し
て
､
大
守
府
に
迭
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
た
ま

-
本
蘭
は
設

備
晶
の

集
計
で
あ
る
が
'
蹄
記
胡
注
や
'
巌
所
望
氏
の
研
究
に
よ
っ

H■nu11

て
も
'
各
種
の
集
計
簿
が
太
守
の
手
許
に
'
山
の
如
く
あ
つ
め
ーら
れ

た
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
｡

川iiZI
2

北
蓮
華
令
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
私
,
特
殊
な
軍
政
の
香
の
強
い
居

延
地
帯
に
も
'
上
計
の
義
務
を
負
っ
て
S,た
こ
と
は
'
上
計

･
計
借

の
語
の
見
え
る
左
の
簡
に
よ
っ
て
庚
の
な
い
こ
と
で
あ
る
｡

鋸奏
聞
'
趣
報
至
上
計

宍

周
･
荒

潮口
上
計
卒
史
郎
卿
詣
郷
'
千
人
令
史

五
呈

･

言

潮却
省
願
別
課
輿
計
階
､
護
移
療
育

一
編
'
敢
言
之

写

大

隻

国陽
朔
三
年
九
月
契
亥
朔
壬
午
t
IEE･□

不
私
事
候
塞
尉
順
'
聖

1日
之
ヾ

87
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府
書
移
斌
鐘
出
入
簿
輿
計
倍
'
謹
移
鷹
書

一
編
'
敢
言
之

亨

八

さ
て
前
記
の
簡
が
上
計
簿
の
た
め
の
報
告
書
で
あ
り
､
し
た
が
っ

て
そ
の
記
述
髄
我
が
上
計
簿
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
'

そ
の
髄
裁
か
ら
若
干
の
新
事
賓
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

3連
郡
の
上
計
は
三
歳
に

7
回
で
あ
る
が
'
三
年
目
(或
は
間
)だ
け

の
集
計
を
中
央
に
も
た
ら
す
の
で
な
く
､
毎
年
々
々
の
禰
立
し
た

集
計
空

二
年
分
か
た
め
て
上
奏
す
る
も
の
で
あ
る
｡
茸
質
的
に
は

円
郡
の
上
計
と
大
差
が
な
い
.

㈲こ
の
木
簡
は
候
長
か
ら
の
報
昔
で
あ
る
が
'
こ
れ
を
候
官
で
清
書

へ
し
て
出
し
た
も
の
な
ら
ば
'
勝
の
報
昔
が
そ
の
ま
1

都
尉
の
目
に

入
る
様
な
書
式
に
な
っ

てい
る
.
都
尉
以
上
の
報
昔
書
の
形
式
は

知
る
由
も
な
い
が
'
こ
の
髄
我
か
ら
類
推
す
れ
ば
'
上
計
簿
も
相

嘗
下
部
の
役
所
の
記
録
が
そ
の
ま
ゝ

の
形
で
採
録
さ
れ
て
お
り
､

中
央
で
は
居
な
が
ら
に
し
て
地
溝
の
末
端
ま
で
わ
か
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
考
え
て
大
過
な
い
.

〇
〇
〇

糊2,月
言
簿

･
四
時
簿
と
も
そ

の

月

の

7
日
を
も
っ
て
報
告
し
て
S,ち
.

特
に
四
時
簿
は
候
に

1
月
～
三
月
な
ら
ば
'
常
識
的
に
は
四
月

1

日
付
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
'
期
限
の
終
ら
ぬ
三
月

1
日
付
で
報

告
し
て
い
る
の
は
注
意
を
要
す
る
0
ま
た
大
司
農
に
奉
る
四
時
簿

ー
は
月
の
月
旦
牽
も
っ
て
報
普
す
る
制
度
で
あ
る

(後
漢
書
三
六

百
官
憲
三

大
司
農
)
｡

か
-
見
れ
ば
帳
簿
の
報
告
は

一
般
に

1

日
付
を
も
っ
て
す
る
の
が
規
則
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
さ
ら
に

臆
測
が
過
ぎ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
'
八
月
の
案
比
も
八
月

7
日
付
の

報
告
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
O

)31

糾候
長
か
ら
候
官
に
報
告
す
る
日
付
は
七
月

7
日
付
で
あ
る
｡
候
長

を
民
吏
に
封
比
す
れ
ば
'
郷
の
有
秩

･
番
犬
に
あ
た
る
か
ら
'
八

月
の
案
此
'
九
月
に
断
ず
る
上
計
も
膏
際
は
七
月
以
前
の
調
査
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
｡

四

前
節
に
お
い
て
'
中
央
政
府
は
上
計
簿
を
通
し
て
'
地
方
末
端
紗

現
状
を
知
り
得
る
'
組
織
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
.
以
下

7

歩
す

ゝ
め
て
候

･
嫌
等
の
微
官
か
49
の
報
官
署
が
､
果
し
て
信
頼
で

き
る
も
の
な
り
や
否
や
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
.
こ
れ
等
の
文
書

が
ま
に
合
せ
の
も
の
で
あ
り
､
か
つ
個
々
の
記
載
が
よ
い
加
減
の
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
'
そ
の
集
計
は
'
結
局
信
頼
で
き
な
い
こ
と
に
な

る
｡
そ
.の
た
め
に
は
t

Jaこれ
ら
の
報
告
書
が
ま
に
合
せ
で
な
く
'

平
素
か
ら
息
嘗
匿
整
理
さ
れ
て
S,た
か
O
㈲
検
査
が
よ
く
行
届
S,て

88



89

S.た
か
.
こ
の
二
部
が
改
め
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
S,｡
ま
ず
第

E■ーh一･生

7
の
鮎
に
関
し
て
数
多
の
文
書

の
中

か
d

病
書

･
成
役

･
日
迩

(候
望
)
･
鏡
穀
の
出
入
簿
'
兵
器
備
品
に
関
す
る
帳
簿
を
例
に
と
っ

て
議
論
を
す
ゝ

め
て
ゆ
こ
う
｡

(A
)
病

書

0
0
0

㈱
病
年
月
日
署
所
'
病
倫
不
倫
､
報
名
籍
候
官
'
如
律
令

宍

･
美

こ
の
筒
は
'
候

･
嫌
に
お
い
て
病
人
が
で
た
り
'
或
は
病
人
が
平
癒

し
た
場
合
は
,
候
官
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
.ら
な
か
っ
た
こ
と
肇
不

し
て
い
る
.
｢如
律
令
｣
の
文
字
よ
り
見
れ
ば
'
そ
れ
は
法
規
の
定
め

る
所
で
あ
っ
た
｡
で
は
そ
の
報
告
の
賓
態
は
fU
,ん
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
｡

㈲
第
廿
g
I嫌
卒
高
白
鷺
'
以
四
月
七
日
病
､
頭
痛
四
節
不
孝
'

第
二
歴
年
江
詳
'
以
四
月
六
日
病
'
苦
此
服
安
浦
'

第
升

1
燃
卒
玉
章
'
以
四
月

7
日
病
'
苦
傷
寒
'

鉾
庭
黙
卒
'
四
月
三
日
病
'
苦
Eg
t

第

7
撚
卒
孟
慶
'
以
四
月
四
日
病
､
苦
傷
寒

B
･四
面

第
廿
蒜

卒
蒋
賞
,
三
月
嘉

,
爾
臥

欝

,
少
愈
,

第
黙
三
年
公
孫
評
､
三
月
廿
日
病
'両
舷
箭
急
'未
愈
'
｢愈

同
背

第
弗

f
黙
卒
錦
武
'
四
月
八
日
病
tr
頭
痛
寮
長
'
飲
薬
五
帝
'
未

右
の
簡
は
表
裏
と
も
成
卒
の
病
菊
に
つ
S,て
か
ゝ

れ
て
お
-
'
所
展

燃
名

･
人
名

･
蟹
病
日
時

･
病
状
の
順
序
に
記
述
さ
れ
て
い
る
.
件

名
か
ら
見
る
と

て
こ
･升
七
･升
一
等
の
番
沈
黙
と
餅
庭
幣
で
'
こ
れ
ら
が

T
簡
に
書
か
れ
て
い
る
以
上
'
こ
の
簡
は
こ
れ
ら
の
陳
を
支
配
し
て

い
る
甲
巣
候
官
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
｡
日
付
を
見
れ
ば
三
月

且
は
別
と
し
て
'
三
月
下
旬
と
四
月
上
旬
の
畿
病
で
あ
る
｡

一
日
は

朔
を
使
用
す
る
･の
か
通
例
で
あ
る
か
ら
'
且
は
廿
日
の
誤
幕
か
誤
読

か
も
知
れ
な
い
O
か
く
考
え
れ
ば
こ

の
簡
は
四
月

7
日
以
後
配
下
の

0
0
0
0
0

候
陳
…か
ら
届
け
ら
れ
た
病
卒
名
簿
'
即
ち

｢甲
薬
候
官
某
年
四
月
病

卒
名
簿
｣
と
で
も
名
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
そ
う
す
る
と
'

簡
中
の
個
人
個
人
の
記
載
や

･

の
第
十
三
撚
卒
､魂
郡
館
陶
上
鷹
巣
夢
疾
去
'
三
月
壬
申
柄

蓋

･7盲

㈱
昌
邑
方
輿
土
里
陳
係
'
せ

方

案
巳
病
､･
傷
頭
右
手
騰
'
膏
薬1F九

･完

は
候
嫌
か
ら
候
官
に
塗
ら
れ
た
病
簿
の
内
容
で
あ
る
O
候

･
解
よ
り

候
官
に
毎
月
病
簿
が
塗
ら
れ
て
釆
た
こ
と
は

㈱
餅
庭
第
廿
三
部
'
五
鳳
四
年
三
月
'
病
卒
名
籍

望
･芸

ノヽT九

等
の
簡
か
ら
も
明
白
で
あ
勘
｡
甲
薬
候
官
か
ら

鋤
｢甲
渠
候
官

病
苦
｣
芋

童
の
様
な
上
書
の
も
と
に
居
延
都
尉
に
準
ち
れ
て
い
た
.

- ･89-
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た
だ
し
そ
れ
は

1
年
単
位
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
か
'
四
時
簿
か
は

直
接
決
定
す
る
資
料
は
な
い
O

㈹陽
朔
二
年
正
月

轟
十
二
月
'
吏
病
及
商
事
書
巻

八

･
一

か
ら
判
断
す
れ
ば
少
-
と
も

7
年
毎
に
卒

･
吏
に
わ
け
て
整
理
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
｡

(B
)
戊

役

簿

こ
ゝ

で
い
ケ
戊
役
と
は
直
接
戦
闘
と
関
係
.の
な
い
種
々
の
雑
役
'

い
わ
ば
軍
隊
の
内
務
班
の
使
役
に
類
す
る
も
の
を
指
す
.

絢甲
渠
候
官
'
永
光
四
年
六
月
'
都
卒
日
作
簿

一章

1七

的
第
十
七
部
'
建
始
二
年
五
月
､
省
卒
日
作
簿
や

二
三
･主

右
の
二
簡
か
ら
'
僚
官

･
部
に
は
毎
月
の
作
業
簿
が
作
ら
れ
て
い
た

ノヽ6

こ
と
が
澄
せ
ら
れ
も

さ
ら
に
こ
の
毎
月
の
作
業
簿
の
内
容
を
う
か

が
い
得
る
も
の
に
次
の
簡
が
あ
る
｡

㈱八
月
甲
辰
卒
廿
九

其

7
人
作
長
'

三
人
卒
萎
'

(
右
解
除
)

□

□

□

四

人
､

定
作
甘
五
八
㌧

二
人
山
木
､

六
人
積
寒
'

十
四
人
達
寒
四
千
廿
'

3170
･
7九

三
人
綴
絡
具
'

□
□
□
功
'

個
第
廿
四
黙
卒
孫
良
､

｢除
土

天

{
･

完

治
整
八
十

治
整
八
十

除
土

除
土

除
土

除
土

除
土

帆
(無
名
氏
)
'

｢除
土

ニ
0
1q
･
八

案
堅

案
登

治
簿

病
′

案
整

治

簿

除
土

.塗

累

個
は
候
蜘

(但
し
こ
の
簡
の
場
合
は
人
数

･
仕
事
の
内
容
か
ら
い
っ

て
候
官
)
作
業
簿
で
'
こ
の
様
な
形
式
で
毎
月
の
雑
役
が
記
録
さ
れ

てS,た
｡

㈱･
個
は
成
卒
の
使
役
簿
で
あ
る
が
'
胸
で
は
孫
良
が
二

日
間
'
塑

(
天
日
の
煉
瓦
)
を
作
-
､
攻
の
六
日
間
は
連
綾
し
て
陸

士
の
仕
事
に
駆
立
て
ら
れ
て
い
る
｡
娘
の
無
名
氏
も
同
様
で
あ
る
が
'

墾
作
と
除
土
の
外
に
治
簿
の
あ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
｡
従

っ
て

㈱･

㈹

･
㈲
よ
り
'
各
候
豚
で
は
候

･
燃
自
髄
の
仕
事
を
毎
日
記
入
し
た

使
役
簿
と
'
人
畢
位
に

7
簡
十
日
づ
つ
記
入
し
た
使
役
簿
と
南
方
作

っ
て
い
た
｡
同

1
の
仕
事
を
縦
横
南
方
か
ら
記
入
し
た
わ
け
で
'
記

載
は
白
か
ら
蕨
重
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
｡

こ
れ
ら
が
候

･
陳
で
ま
と
め
ら
れ
て
'
毎
月
候
官
に
報
告
さ
れ
'
候

官
で
も
毎
月
こ
れ
を
し
め
く
く
っ
て
'
都
尉
に
送

っ
た
こ
と
は
簡

的

鯛
に
徹
し
て
明
ら
か
で
あ
る
｡
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(C
)
日
蓮

(候
望
)
簿

㍉

㈲卒
郭
鈴
乙
商
連
'
轟
甲
午
積
十
日
'



卒
董
聖
乙
禾
迩
'
轟
甲
辰
積
十
日
'

卒
郭
賜
乙
巳
迩
'
壷
契
末
積
九
日
'

凡
速
甘
九
日
､
静
人
馬
蘭
越
塞
天
田
出
入
迩

1
(

･
八

㈹
第
三
熟
卒
□
□
甲
申
迩
'
蕃
発
巳
横
十
日
'

張
華
甲
午
迩
'
毒
突
卯
横
十
日
､

卒
韓
憲
金
甲
辰
速
､
壷
壬
子
積
九
日
'

凡
迩
甘
九
日
､
*
人
馬
蘭
越
塞
天
田
出
入
速

二軍

五

右
の
二
簡
は
'
各
嫌
こ
と
に
受
持
の
天
田
を
見
廻
っ
て
'
夜
中
に
敵

の
侵
入
し
た
形
跡
､
ま
た
塞
内
か
ら
の
晩
走
者
の
足
跡
の
有
無
を
L

ら
べ
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
｡
文
書
か
ら

一
人
が
(原
則
と
し
て
)

十
日
間
警
戒
し
､
毎
月
報
昔
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
瞭

で
あ
る
｡
年
月
日
撫
長
の
名
の
あ
る
日
迩
簿
'
或
は
候
簿
が
饗
見
さ

れ
な
い
所
か
ら
見
て
'
陳
は
直
凍
候
官
に
報
告
し
た
の
で
は
な
く
,

候
に
報
告
し
'
候
燃
は
の
簡
を
ま
と
め
て
自
分
の
責
任
と
し
て
'
受

持
霞
城
の
状
況
を
候
官
に
報
薯
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
た
ら
し
や
O

衆
の
二
簡
は
棟
の
報
告
を
ま
と
め
た
候
長
の
報
告
書
で
あ
る
.

胸囲
候
長
充
､
六
月
甲
子
毒
薬
巳
横
升
目
'
日
蓮
従
第
四
櫛
南
界
'

北
塞
虜
九
療
北
界
'
帝
越
葦
蘭
出
入
天
田
迩

≡
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㈱
候
長
式
光
候
史
拓
'
十
月
王
子
轟
庚
辰

横
廿
九
日
､
迩
従
第
升

燃
､
北
轟
鋪
産
廃
北
界
､
尊
蘭
越
某
天
田
出
入
迩

孟
二
五

こ
の
報
墓

は

讐
辺
候
軍

朗
鰍
簿
｣
-

火
と
冒

形
式
の
表
紙

の
も
と
に
候
官
で
ま
と
め
ら
れ
て
､

闇
｢屑
水
都
尉
府

速
候
簿
L

tl(0
･1玉

の
示
す
こ
と
-
候
官
か
ら
都
尉
府
に
遮
ら
れ
て

S,た
の
で

あ
る
｡(

六

)

髄□
□

□

日

速
､

甲
戊
七
日

迩
､

.
乙
亥
八
日

迩
t

.
丁
丑
十
日

速
､

戊
寅
十

一
日

速
'

己
卯
十
二
日

迩
'

庚
辰
十
三
日

迩
'

辛
巳
□
□
□
'

壬
午
‥
-
-

三
九

二
三
′

91

こ
の
簡
は
嫌
に
備
付
け
ら
れ
た
日
々
の
警
戒
日
誌
で
あ
ろ
う
｡
臆
測

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
､

7
簡
に
十
日
間
'
即
ち

7
人
分
の
日
蓮
の
状

況
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
で
'
前
記

抑
㈹簡
の
原
簿
と
も
稀
す
べ
き

〟

基
礎
的
な
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
.
併
し
同
種
の
簡
は
少
く

断
定
が
困
難
で
あ
る
｡

以
上
で
日
迩
候
望
の
記
帳
は
毎
月
行
な
わ
れ
'
都
尉
府
に
報
告
さ

れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
な
事
賓
と
な
っ
た
o

(D
)
鐘
穀
出
入
簿

鏡
穀
の
出
入
簿
は
､
他
の
帳
簿
に
比
較
し
て
群
を
ぬ
い
て
多
く
'



S
!

か
つ
形
式
も
複
雑
で
あ
る
O
そ
れ
は
翠
に
直
属
す
る
上
級
官
に
報
昔

す
る
だ
け
で
な
く
'
大
司
農
に
も
報
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
｡
ま
た
候
官

･
候

･
嫌
の
戦
闘
部
隊
の
帳
簿
と
倉
庫
関
係
と
で

は
､
記
載
形
式
が
臭

っ
て
S,甘
.
穀
物
の
配
給
も
'
定
位
置
で
配
給

を
受
け
た
時
と
壊
行
中
最
寄
の
亭
等
で
食
糧
を
受
け
た
場
合
と
で
､

ノヽ71

や
は
り
記
載
俵
件
が
臭

っ
て
い
る
.
定
位
置
の
配
給
に
つ
S.て
は
妖

に
論
じ
た
か
ら
壊
行
者
に
配
給
す
る
'
革
の
配
給
帳
を
例
に
探
っ
て

み
よ
う
｡

㈱四
月
十
三
日
乙
亥

乙
亥
出
奔

一
石
叉
醇
小
史

一
石
十
六
'

丙
子
出
奔
八
斗
葵
十
九
t

T
丑
出
奔
石
二
斗
寒
廿
'

戊
寅
出
奔
二
斗
葵
十
五
'

己
卯
出
奔
九
斗
糞
甘
'

庚
辰
出
奔
石
二
斗
葵
廿

二

幸
巳
出
奔
石
二
斗
又

7
石
小
史
'

壬
牛
出
奔
石
二
斗
葵
廿
五
'

契
未
出
奔
石
二
斗
安
廿
'

甲
申
出
穿
石
二
斗
美
甘
二
'

乙
酉
出
奔
石
二
斗
葵
二
'
後
略

芙
三

こ
の
簡
は
某
革
の
毎
日
の
支
出
簿
で
あ
る
.
事
に
勤
務
し
て
い
る
者

は
別
に
月
き
め
の
食
糧
を
受
け
て
い
た
か
ら
'
こ
の
記
載
の
量
は
'

こ
の
事
が
直
接
故
人
に
支
出
し
た
穀
物
に
限
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
｡
各
革
が
毎
月
の
支
出
を
計
算
し
て
'
上
級
官
廉
に
報

昔
し
た
こ
と
は
次
の
簡
で
も
推
察
す
る
に
か
た
く
な
い
.

他出
穀
大
石
九
石
'
其

7
石
五
斗
変
､
七
石
五
斗
廉
'
今
六
月
簿
帝

飴
穀

八八
･孟

㈹
第
二
亭
十
月
食
簿

毒
三
四

鮒右
第
二
亭
六
月
食
簿

11章

二

㈲
右
第
二
亭
二
月
食
簿

三宝
･四

0

鮒･鉾
に
右
と
書
か
れ
て
い
る
以
上
'
蹄
に
伽
の
様
な
細
か
い
内
課

が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
｡

な
お
こ
れ
ら
の
亭
が
倉
庫
か
ら
穀
物
を
受
取
る
場
食
は
'
左
の
簡

の
如
-
都
丞
立
合
の
も
と
に
行
な
わ
れ
て
い
た
.

㈲
小
石
十
五
石
'
始
元
三
年
四
月
乙
丑
閣
内
寅
'
第
二
亭
長
野
､
受

(
見
)

卒
胡
倉
へ
験

建

都

丞
延
毒

･11m
･(

冊
入
廉
小
石
十
五
石
'
始
元
三
年
六
月
甲
子
朔
甲
子
'
第
二
亭
長
骨
'

受
代
田
倉
'
験
見
都
丞
臨

三宝
二
四

92



特
に
食
糧
の
場
合
は
単
に
帳
簿
の
整
理
が
要
求
さ
れ
る
の
み
で
な
く
'

現
物
の
量
と
照
合
し
て
不
正
の
授
受
の
摘
沓
に
っ
と
め
て
や
た
ら
し

め
.
左
の
衝
を
参
照
さ
れ
た
S.O

脚□
石
多
賓

7
石
'
嘗
達
人

一夏

皇

船田
服
牛
賞
'
日
食
六
斗
'
薬
用
泰
西
石
､
詐
埼
切

w
o
九
･
770

(E
)

設

備

品

恥
守
衛
希
薄

弧は
7
石
を
多
-
取
り
､

鋤は
詐
櫓
の
下
が
不
明
で
あ
る
が
'
｢実

用
穀
四
石
｣
の
文
か
ら
み
て
瀞
増
し
た
量
が
京
大
な
も
の
と
思
え
な

い
O
現
物
と
帳
簿
の
照
合
は
相
常
細
密
な
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
て

･=

よ
い
で
あ
ろ
う
O

具
努
四
嘗
破

長
椎
四
1

長
桔
四
-

長
杵
二
-

木
置
□
三
-

考

長
腎
ニ
ー

芳
馬
央
葉
各

1

砧
十
斤
～

出
火
遜
二
具
1

皮
置
某
草
各

7
博
聞

集
塵
ニ
ー

破
蓬

7
-

丙
新
木
薪
各
二
石
-

瓦
夷
柳
各
二
斗
少

7-

沙
属
央
各
二
石
-

羊
頭
石
五
百
-

槍
四
十
-

小
童
三
百
-

桂
董
九
1

偉
廿

-

深
冒
四
-

狗
廉
二
-

狗
ニ
ー

戸
開

-

布
蓬
三
1

模
様
四

-

布
表

一
-

木
椎
二
1

鼓

7
-

門
戊
二
篇

7
-

葦
戸
整
三
百

戸
上
下
合
各

7

儒
水
嬰
二

段

影
二

大
横
薪
三

薬
盛
棄
四

看
{

･

7
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こ
の
簡
か
ら
考
え
る
と
'
候

･
歴
な
ど
に
は
設
備
品
の
目
録
が
そ

､な
え
つ
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
｡
た
だ
し
こ
の

簡
は
何
虚
の
も
の
示

不
明
で
あ
る
が
'
記
入
さ
れ
て
い
る
品
目
か
ら

見
て
､
普
通
の
候
程
度
9
も
の
で
あ
ろ
う
.
こ
れ
ら
の
器
物
の
異
同

も
ま
た
'
毎
月
報
昔
さ
れ
た
こ
と
は
最
初
の
簡
の
月
言
簿
に
よ
っ
て

野

明
ら
か
で
あ
る
｡
特
に
私
が
設
備
品
の
こ
と
で
い
い
た
い
の
は
'
畢

な
る
異
同
の
報
昔
で
事
が
終
る
の
で
な
く
､
常
に
巌
重
な
検
査
の
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
｡

帥

甲
渠
候
障
'

大
黄
力
十
石
筆

7
㌧
右
深
強

丁
分
'
･負

7
算
､

･
八
石
具
考

7
'
右
須
失
'
負

7
算
'

六
石
其
考

7
,.
茎
上
輩
'
負

7
第
'
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六
石
具
寧

7
㌧
衣
不
上
､
負

7
算
､

㈹一
鳴
上
望
火
頭
三
㌧
不
見
所
望
'
負
三
算
'

鳴
上
望
火
頭
二
㌧
不
見
所
望
､
負
二
算
'

口
和
弦

1
耽
'
負
二
算
'

凡
負
十

7
算

仝
･言

89第
廿
四
熱
長
淳
子
福
'

特
筆
帝
柁

蓬

丁
不
住
事
'
卒
十

7
人
安
､

□
央
□
不
望
'
小
積
新
二
､
便
頃
'

粁
梓

f
t
呼
畔

鈎

1
'
不
事
用

一云
･莞

馳負
二
千
二
百
升
五
第
'

□
所
負
升
六
算
'
寄
十
三
算

≡

二

組･
船は
候
･照
の
砦
及
び
使
用
器
具
の
整
備
の
不
充
分
な
も
の
を
列

畢
し
た
簡
文
で
あ
る
｡
負

7
算
と
は
減

7
鮎
の
意
で
t

T
ヶ
所
不
整

備
の
も
の
が
あ
れ
ば
'
負

7
算
と
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
'

簡
餌

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
.
簡
㈹
は
何
虚
の
簡
か
あ
き
ら
か
で
は
な

い
が
'
多
分

(甲
渠
?
･)
候
官
に
展
す
る
候

･
陳
の
負
算
を
華

訂
し

9

た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
,
そ
の
負
算
の
教
か
ら
想
像
で
き
0.
.
し

た
が
っ
て
巡
察
の
結
果
は
少
な
く
と
も
候
官
こ
と
に
ま
と
め
て
'
都

尉
に
迭
附
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

以
上
五
種
の
帳
簿
を
通
覧
す
れ
ば
'
個
々
の
例
と
し
て
は
論
語
の

不
充
分
な
鮎
が
あ
っ
て
も
'
金
鰻
と
し
て
見
れ
ば
､
こ
れ
ら
の
帳
簿

は
'
候
殊
に
お

い
て
毎
日
記
入
せ
ら
れ
'

7
月
こ
と
に
上
級
官
に
報

告
し
て
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
.
す
な
わ
ち
上
計
簿
の
基
礎
と
な

る
下
級
官
廉
の
帳
簿
は
､-
決
し
て

7
時
逃
れ
の
も
の
で
な
く

-
平
素

か
ら
皆
々
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
尭
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
｡

五

前
節
に
お
い
て
上
計
簿
が
如
何
に
つ
く
ら
れ
た
か
が
明
ら
か
に
な

っ
た
が
､
如
何
に
詳
細
な
記
録
を
基
礎
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
も
'
記
録
そ
の
も
の
に
大
き
な
虚
僻
の
数
字
が
な
ら
ん
で
S,た

の
で
は
'
正
確
な
上
計
と
は
い
1

得
な
S,.
こ
れ
ら
の
報
告
書
が
充

分
な
検
査

･
照
合
を
受
吋
て
'
始
め
て
書
類
の
正
確
さ
が
期
待
さ
れ

得
る
の
で
あ
る
.
果
し
て
こ
の
鮎
に
寓
全
の
注
意
が
沸
わ
れ
て
3,た

で
あ
ろ
う
か
｡
以
下
こ
の
鮎
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
よ
う
｡

S四
時
簿
'
出
付
入
受
不
相
療
'
或
胡
輸
非
法
'
各
如
膜
､
曹
到

三九四
･四

〇･3

舗
者
以
道
爽
倖
'
別
書
到
相
牛
'
大
司
農
調
受
簿
'
福
次
不
新
着

三
天
工
完

94
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脚
は

｢四
時
簿
の
出
付
と
入
受
が

7
致
し
て
3,な
S,も
の
,'
即
ち
収

支
決
算
の
あ
わ
な
い
も
の
や
'
物
品
の
給
付
の
仕
方
が
洪
規
に
そ
わ

な
い
も
の
は
'
ま
さ
に
別
項
で
通
知
し
た
通
り
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の

者
は
'
こ
の
通
達
が
到
着
次
第
に
何
と
か
廃
置
せ
よ
｣
と
の
文
書
で

あ
る
0

紺は
大
司
農
に
報
昔
す
る
帳
簿
の
編
攻
の
明
ら
か
で
な
い
も

の
に
封
す
る
何
ら
か
の
指
示
で
あ
ろ
う
｡
脚
に
は

｢各
如
牒
｣
と
あ

る
か
ら
'
既
に
こ
れ
ら
の
帳
簿
の
検
査
が
あ
っ
た
こ
と
肇
不
L
t
紬

は

｢以
造
次
侍
｣
と
あ
る
か
ら

7
つ
7
つ
の
候

･
藤
に
通
知
し
た
も

の
で
あ
る
.
こ
の
文
書
は
'
文
章
の
調
子
か
ら
い
っ
て
可
成
り
上
級

官
廉
か
ら
の
通
達
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
こ
の
南
筒
は
共
に
帳
簿
の

検
査
が
あ
り
'
帳
簿
の
正
確
な
記
入
を
下
級
官
廉
に
指
令
し
た
こ
と

肇
不
す
文
書
で
あ
る
｡
で
は
'
こ
の
様
な
達
し
を
受
け
た
下
級
官
廉

で
は
'
如
何
に
し
て
帳
簿
の
正
確
を
期
し
た
で
あ
ろ
う
か
｡
ま
す
そ

の
鮎
に
関
し
て
'
｢合
月
｣
の
問
題
を
取
上
げ
た
い
｡

0

鯛今
可
知
変
事
'
語
官
舎
月
廿
八
日
夕
'
須
以

集
'
七
･七

37言
放
'
禽
月
三
十
日
'
前
言
殊

F
7･完

触□
記
到
'
持
由
三
月
奉
鏡
'
語
官
舎
月
三
日
､
有
E
j

ニ八三

こ

こ
の
外

｢合
月
云
々
｣
と
記
さ
れ
て
3,る
簡
は
数
多
S
b

｢詣
官
L

と

は
通
常
候
官
に
衝
く
こ
と
で
'
侯

･
照
の
長
は
直
属
上
官
篭
る
候
官

に
あ
っ
ま
っ
て
種
々
事
務
上
の
連
絡
を
し
た
り
し
て
い
る
.
先
ず
問

題
に
な
る
の
は
こ
の
曾
合
が
定
期
的
禽
合
か

(
そ
れ
も
毎
月
か
､
ま

た
四
時
簿
と
同
様
に
毎
三
ケ
月
か
)
或
は
不
定
期
合
合
な
り
や
と
3,

う
こ
と
で
あ
る
.
し
か
し
前
者
の
場
合
に
は

7
日
と
か
'
末
日
と
か
'

日
が

7
定
し
て
S,る
べ
き
で
'
合
合
の
日
が
種
々
襲
化
す
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
.
そ
れ
ゆ
え
後
者
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
'
何
月
何

日
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
な
く

｢月
の
何
日
｣
と
記
さ
れ
て
い
る

ヽ
に
過
ぎ
な
い
か
ら
.'
書
状
の
日
と
'
三
十
日
以
上
の
期
間
が
距
て
ら

れ
て
い
な
い
O
従
っ
て
'
不
定
掛
合
合
に
は
相
違
な
い
が
'
毎
月
開

か
れ
て
い
た
も
の
と
解
樺
す
べ
き
で
あ
る
｡
こ
の
毎
月
の
事
務
打
合

の
合
合
の
際
'
書
類
の
こ
と
が
間
額
に
な
っ
た
こ
と
は
'
前
簡

脚で

も
想
像
が
つ
く
が
'
も
っ
と
明
確
な
資
料
を
左
に
あ
げ
よ
う
｡

船井
井
野
言
､
謹
板
校
二
年
十
日
以
来
計
最
'
未
離
合
'
合
日
謁
言

解

望

〇
･
四

脚詣
官
封
簿

軍
1･70

前
者
は
某
二
年
十
月
以
後
の
帳
簿
の
集
計
が
出
来
て
い
な
い
か
ら
'

合
合
日
に
候
官
で
お
目
に
か
1

っ
て
言
解
を
す
る
と
の
啓
明
書
で
あ

る
｡
後
者
は
候
官
で
'
帳
簿
を
目
の
前
絃
お

い
て

1
つ

-
説
明
す

る
と
の
意
味
で
あ
る
｡

一一95
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以
上
で
候
官
で
は
配
下
の
候
陳
の
書
類
を
検
査
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
｡
し
か
し
こ
れ
だ
け
の
論
語
で
は
'
草
に
文
書
の
前
後
の
辻

榛
が
あ
っ
て
い
る
か
否
か
の
検
査
に
す
ぎ
な
S,か
も
知
れ
な
3,0
帳

簿
の
検
査
は
各
種
の
も
の
を
照
合
L
t
或
は
過
去
に
遡
っ
て
こ
そ
､

よ
-
効
果
が
あ
る
.
以
下
こ
の
鮎
に
言
及
し
よ
う
｡

㈲校
甲
菜
候
移
正
月
轟
三
月
'
四
時
吏
名
籍
'
第
十
二
陳
長
張
宣
'

史
案
府
籍
'
宣
不
便
'
不
想
慮
'
解
何

完
O

･nZD

脇代
候
正
月
轟
六
月
折
傷
兵
簿
'
出
六
石
蟹
弓
甘
四
付
魔
'
庫
受
番

の

夫
久
廿
三
㌧
石
基
出

7
弓
'
解
何

7莞
･大

舶は
｢甲
渠
候
官
か
ら
法
っ
て
来
た
正
月
か
ら
三
月
ま
で
の
吏
名
籍

に
よ
る
と
第
十
二
療
長
張
宜
が
俊
に
出
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
し

か
る
に
府
籍
を
案
ず
る
に
張
宜
が
健
に
行
っ
た
こ
と
に
は
な
っ
て
い

な
3..
両
方
で
は
喰
達
が
あ
る
が
'

7
髄
如
何
な
る
理
由
か
｣
と
質

問
を
受
け
た
文
書
で
あ
る
｡

一
方
は
府
書
(都
尉
府
あ
て
の
報
告
書
)'

7
方
は
候
官

へ
の
四
時
簿
で
あ
る
｡
こ
れ
は
性
質
の
異
な
る
報
告
書

が
照
合
さ
れ
て
3,る
こ
と
を
示
す
明
白
な
史
料
で
あ
る
.
更
に
脇
は

『代
候
か
ら
提
出
さ
れ
た
｢兵
器
折
傷
簿
｣
に
は
六
石

(考
の
轟
き
を

示
す
単
位
)
の
努
弓
二
十
四
張
を
鹿
に
収
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡

然
る
に
庫
は
番
犬
久
か
ら
は
二
十
三
張
し
か
受
け
と
っ
て
い
な
い
｡

そ
う
す
る
と

｢
か
ら
出
し

7
張
｣
,J
た
こ
と
に
な
る
が
'
解
答
如
何

-
』
と
の
問
責
書
で
あ
る
｡
こ
れ
は
兵
器
庫
か
ら
の
報
昔
書
に
擦
っ

て
代
償
に
申
し
わ
た
し
た
の
か
'
ま
た
は
府
の
役
人
が
兵
器
庫
で
賛

物
を
験
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
か
は
不
明
で
あ
る
が
t
と
に
か

-
'
検
査
は
可
成
綜
合
的
に
お
こ
な
わ
れ
'
報
告
書
そ
の
も
の
だ
け

の
辻
榛
を
あ
わ
せ
て
も
'
検
査
の
目
を
こ
ま
か
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡

㈱
□
月
戊
申
甲
菜
候
顛
謂
'
鍾
庵
候
長
仁
'
寓
移
蚤
到
'
以
河
平
四

(倭
)

年
永
始
元
年
久
吹
見
参
'
如
調
付
居
延

付

受

'･
同
月
出
入
*
令

謬
巳
'
付
言
如
律
令
'
/
榛
東
令
史
溶

･
尉
史
宗

7KD
･六

文
意
は
難
解
で
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
が

｢甲
菜
候
宮
腰
'
餅
庭

候
長
に
謂
う
'
通
達
書
が
到
着
す
れ
ば
河
平
四
年
か
ら
永
始
元
年
の

1■n】
0

久
衆
の
見
夢
は
調
の
如
く
｡.
(付
居
延
付
受
は
意
味
が
不
明
)N,
同
月

の
出
入
簿
を
謬
ら
し
む
る
な
き
の
み
｣
の
意
で
'
大
司
農
あ
て
の
調

整
簿
に
不
審
が
あ
っ
て
質
問
を
受
け
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
そ

れ
は
別
と
し
て
'
連
境
に
河
苧
周
年
(前
孟
)
か
ら
永
始
元
年
(前
14()

の
十
年
間
の
規
穀
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
L
t
同

月
出
入
尊
命
謬
巳
の
語
か
ら
想
像
で
き
る
よ
う
に
'
見
賓
と
は
月
言

簿
か
何
か
の
帳
簿
に
記
為
さ
れ
た
現
賓
の
量
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
七

96-
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た
が
っ
て
簡
文
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
3.が
､
常
時
の
役
所
に
は
長

S,期
間
の
帳
簿
が
保
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
'
こ
の
こ
と
は
草

に
検
査
が
過
去
に
遡
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
'
湊
代
の

官
廉
の
帳
簿
の
取
扱
い
か
た
'
ひ
い
て
は
漢
代
官
僚
組
織
の
性
格
を

考
え
る
上
に
重
大
な
示
唆
を
輿
え
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

こ
の
棟
に
重
大
視
さ
れ
て
い
る
書
類
は
'
普
通
は
郵
事
を
通
っ
て

リ

レ
ー
式
に
造
ら
れ
て
行
く
が
'
そ
の
取
扱
は
極
め
て
厳
重
で
あ
る
｡

候
官
で
は
'
そ
の
支
配
地
の
両
端
を
通
過
す
る
封
書
を

7
々
記
帳
し

て
い
る
｡
蓋
し
候
官
は
'
書
類
の
安
全
な
輸
蓮
に
大
き
な
責
任
を
課

せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
.

㈱南
喜

一
封

居
延
都
尉
章

詣
張
技
大
守
府

十

方

甲
子
夜
大
年
,
嘗
曲
卒
昌
,
受
取
降
卒
輔
､
辛
丑
鞘
針

7
分
'
臨
木
卒
口
､
付
升
井
卒
弘
□
'
中
ロ
界

定
囲

三
幸

云

こ
の
簡
は
居
延
都
尉
か
ら
'
は
る
か
南
方
に
位
置
す
る
張
液
大
守
府

に
造
ら
れ
た
南
方
行
の
文
書
が
'
甲
渠
候
官
の
支
配
下
を
通
過
し
た

時
間
を
記
入
し
た
も
の
で
'
常
曲
陳
は
甲
菓
候
官
支
配
下
の
北
端
の

嫌
で
'
臨
木
藤
は
そ
の
南
端
の
麻
で
あ
る
｡
こ
の
封
書
は
十

7
月
甲

子
夜
大
牢
に
'
そ
の
北
に
あ
る
故
障
勝
か
ら
嘗
曲

･･･に
手
渡
さ
れ
､

町
案
候
宮
下
の
歴
を
通
っ
て
'
辛
丑
卑
食

一
分
に
南
端
の
臨
木
願
か

ら
更
に
南
に
あ
る
'
珊
井
に
迭
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
記
帳

帳
簿
も

7
月
毎
に
大
守
府
に
遮
ら
れ
る
L
t
郵
書
に
遅
滞
が
あ
れ
ば

直
ち
に
と
が
め
ら
れ
て
い
る
.I

㈲
臨
木
卒
我
'
付
誠
務
北
勝
卒
則
'
界
中
八
十
里
'
書
走
行
九
時
'

(
港
)

常

連

7

時
'
解
何

喜
三
三

o･;

働界
中
八
十
里
'
出
定
行
十
時
'
留
準

蒔

'
解
何

葺

･三

脚
十

7
月
郵
書
'
留
進
不
中
程
'
各
如
膜
､
鼻
等
知
郵
音
数
留
進
'

馬
府
職
不
拘
腰
'
所
委
任
小
吏
忘
薦
中
程
'
甚
静
状
､
方
議
罰
'

〃い

棟
到
各
相
輿
邸
校
定
'
吏
嘗
生
者
言
須
行
法

華

〓

㈲･
脚は
7
定
の
郵
迭

コ
ー
ス
に
は
'
所
定
の
時
間
が
あ
り
'
時
間

を
超
過
し
た
時
に
は
'
そ
の
理
由
を
語
間
さ
れ
た
事
を
示
す
.
鋤
は

｢
十

7
月
の
郵
書
中
､
走
行
ど
お
り
郵
迭
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
既

に
通
知
の
こ
と
し
.
そ
の
監
督
に
あ
た
る
鼻
等
こ
れ
を
知
っ
て
お
り

な
が
ら
府
職
と
し
て
杓
校
を
行
わ
ず
'
小
吏
に
ま
か
せ
き
っ
た
.
そ

の
小
吏
は
規
則
通
り
行
わ
な
か
っ
た
｡
全
く
け
し
か
ら
ん
事
で
､
正

に
虚
罰
に
あ
た
る
云
々
｣
と
云
う
意
味
の
も
の
で
'
上
級
官
署
で
は

下
部
か
ら
の
報
告
書
を

｢ウ
ケ
ッ
パ
ナ
シ
｣
に
し
て
い
な
か
っ
た
史

料
で
あ
る
と
共
に
'
こ
れ
ら
書
類
の
取
扱
は
厳
重
な
制
度
に
疹

'

1

し
か
も
制
度
通
り
に
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
も
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以
上
私
の
本
節
ま
で
の
所
論
を
要
約
す
れ
ば
,'

田中
央
に
報
告
す
る
上
計
簿
の
内
諾
は
'
下
部
の
報
告
が
そ
の
ま
1

に
取
入
れ
ら
れ
豆

い
る
｡
換
言
す
れ
ば
'･
中
央
で
は
坐
し
て
天
下

の
形
勢
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
｡

㈲
こ
れ
ら
の
帳
簿
は
'
候

･
藤
で
日
常
営
々
と
記
入
さ
れ
た
帳
簿
を

基
礎
と
し
た
も
の
で
'
決
し
て
泥
縄
式
の
も
の
で
な
い
｡

㈱帳
簿
に
は
厳
重
な
検
閲
が
施
さ
れ
た
｡

の
三
鮎
で
あ
る
｡
ま
た
こ
れ
ら
文
書
が
注
意
深
-
厳
格
な
取
扱
を
受

け
て
S,る
鮎
か
ら
見
て
も
､
こ
と
文
書
に
関
す
る
限
り
'
極
め
て
厳

重
な
規
則
が
あ
り
t
L
か
76)規
則
通
り
行
な
わ
れ
て
い
た
と
断
じ
て
､

決
し
て
過
言
で
は
な
い
.
こ
の
こ
と
は
'
こ
れ
ら
を
取
扱
い
'
こ
の

史
書
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
S,た
漠
代
官
僚
機
構
は
'
倍
完
全
な
機

能
を
果
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
.

T
図
の
制
度

′
が
'
そ
の
制
度
通
り
に
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
こ
そ
'
そ
の
固
が
ま

だ
衡
放
し
た
所
謂
末
期
的
症
状
を
来
た
し
て
い
な
い
こ
と
を
何
よ
り

も
雄
群
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
｡

六

前
節
ま
で
､
常
時
の
官
簿
を
資
料
と
し
て
､

漠
代
の
中
央
集
樺
的

な
制
度
は
'
前
藻
末
期
よ
り
後
漠
中
期
に
至
る
ま
で
'
な
お
確
固
と

し
て
維
持
さ
れ
て
決
し
て
そ
の
体
制
が
崩
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
こ

と
を
賓
許
し
た
｡
し
か
し
湊
代
に
お
け
る
官
僚
機
構
が
う
ま
-
運
営

さ
れ
て
S,た
と
云
う
見
解
は
'
私
の
創
見
で
は
な
い
.
す
で
に
内
藤

博
士
は
､
『支
部
上
古
史
』に
お

い
て
'
藻
代
の
官
僚
機
構
の
特
に
す

ノヽ2

ぐ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

,3,
近
く
は
宇
都
宮
清
書
氏
も
ま
た
漠
代

ノヽ3

の
政
治
鰭
制
を

｢
7
君
寓
居
的
な
観
衆
｣
と
形
容
L
TN
,
そ
･の
官
僚

組
織
の
透
徹
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
.
藤
枝
晃
氏
は
さ
ら

に
'
漠
代
二
百
飴
年
の
統
治
し
え
た
秘
密
を
こ
の
完
備
し
た
帳
簿
組

EH一4一

粒
に
求
め
て
い
d
N.

私
は
こ
れ
ら
先
笹
の
卓
見
を
'
単
な
る
制
度
に
止
ま
ら
ず
､
そ
の

運
営
の
面
に
お
い
て
､
即
ち
嘗
時
の
政
治
の
茸
態
に

7
歩
近
づ
い
て
t

よ
り
具
髄
的
に
展
開
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
｡
だ
が
'
私
の
議

論
も

｢制
度
の
比
較
的
ル
ー
ズ
に
な
り
勝
な
連
境
と
は
い
え
'
そ
れ

は
軍
政
制
度
に
師
聯
し
た
も
の
で
あ
っ
て
'
内
部
で
も
民
治
は
､
果

し
て
こ
の
様
に
統
制
の
行
届
い
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
｣
と
の
庚

間
に
合
す
で
あ
ろ
う
.

破
顔
に
連
境
の
軍
政
の
賓
態
を
も
っ
て
'
内

部
の
民
治
を
類
推
す
る
こ
と
は
危
険
な
こ
と
で
あ
り
'
居
延
漠
簡
に

は
'
内
部
の
軍
歌
を
窺
う
に
足
る
資
料
は
甚
だ
乏
し
い
う
ら
み
も
あ

-- 98
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る
b

L
か
し
そ
の
中
か
ら
次
の
簡
を
紹
介
し
ょ
う
O

剛元
康
元
年
十
二
月
辛
丑
朔
壬
寅
'
東
部
候
長
｡生
敢
言
之
'
候
官
LL

(節
)

移
太
守
府
所
移
河
南
都
尉

書

目
'
詔
書
名
捕
'
及
錆
借
銭
盗
賊
'

凡
未
得
者
'
年
長
毒
高
連
等
廿
四
‥
-
｣

云
こ
こ

こ
れ
に
類
す
る
文
書
は
相
嘗
多
数
に
の
ぼ
る
が
'
そ
れ
ら
を
参
照
し

て
考
え
れ
ば
'
こ
の
文
書
は

｢候
官
か
ら
私
の
所
に
迭
附
し
て
き
た

と
こ
ろ
の
､
太
守
府
が
河
南
都
尉
よ
り
逮
捕
を
依
韓
さ
れ
て
3,る
指

命
手
配
八
㌧
及
び
資
金
作
り
の
犯
人
の
中
'
ま
だ
逮
捕
さ
れ
て
い
な

い
高
建
等
廿
四
人
の
捜
査
の
こ
と
に
つ
い
て
御
報
昔
申
上
げ
ま
す
‥

‥
｣
と
い
う
東
部
候
長
の
復
命
書
で
あ
･る
.

し
た
が
っ
て
河
南
都
尉

の
通
謀
は
'
河
南
都
尉
-
張
液
太
守
-
(居
延
都
尉
C1･)l
甲
菜
候
官

1
東
部
候
長
と
造
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
回
答
で
あ
る
本

文
書
も
ま
た
同
じ
コ
ー
ス
を
経
て
'
河
南
都
尉
に
通
達
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
｡
こ
れ
に
よ
っ
て
郡

･
願
相
互
の
連
絡
や
依
頼
事
項
が
'

複
雑
な
手
段
を
へ
て
t
と
に
か
-く
息
賓
に
下
僚
に
命
じ
て
施
行
し
て

い
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
.
だ
が
こ
れ
だ
け
で
は
'
河
南
都
尉
か
ら

の
文
書
は
'
特
に
張
液
太
守
に
宛
て
1

途
附
さ
れ
た
の
か
も
わ
か
ら

な
い
L
t
贋
金
造
り
は
観
衆
の
経
済
秩
序
を
み
だ
す
も
の
と
し
て
'

特
に
厳
重
な
追
求
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
｡
で
は
さ

ら
に
次
の
簡
を
参
照
さ
れ
た
S.0

S
1
万

巽
西
'
打
南
都
尉
忠
t
.下
郡
太
守
諸
侯
相
'
承
書
従
事
'
下

常
用
者
'
賓
字
子
功
'
年
五
十
六
'
大
状
黒
色
某
須
'
建
昭
二

年
八
月
庚
辰
亡
過
'
客
居
長
安
聾
利
里
者
'
雛
陽
上
商
里
花
義
'

壬
午
茸
買
所
乗
軍
馬
'
更
無
騨
牝
馬
'
白
萄
事
績
布
併
載
布

言

q
･
孟

こ
の
文
書
は
き
わ
め
て
塵
縮
さ
れ
て
お
っ
て
'
読
解
に
苦
し
む
所
が

あ
る
が
'
｢建
昭
二
年
庚
辰
逃
亡
中
の
'
年
五
十
六
㌧
黒
色
某
韓
の
大

男
で
'
名
は
賃
あ
ざ
な
子
功
と
云
う
男
か
ら
'
長
安
饗
利
里
に
客
居

し
て
い
る
洛
陽
上
商
里
の
花
義
が
'
賓
の
乗
っ
て
い
た
専
属
を
買
っ

た

が
'

嘗
然
あ
る
べ
き
辞
色
の
牝
馬
と
'
白
萄
車
漆
布

･
併
載
布

(意
味
不
明
)
が
'
契
約
と
違
っ
て
革
に
つ
い
て
い
な
い
.
こ
れ
は

7

種
の
詐
欺
で
あ
る
か
ら
手
配
し
て
欲
し
い
｣
と
前
ど
同
じ
-
､
河
南

都
尉
か
ら
全
図
の
郡
太
守

･
固
相
に

｢賓
際
に
捜
索
の
仕
事
に
あ
た

る
下
役
人
に
命
令
し
て
欲
し
S,｣
と
通
知
し
た
文
書
で
あ
る
｡
こ
れ

は
嘗
時
の
訴
訟
は
本
籍
地
の
役
所
に
撞
出
し
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な

史
料
で
あ
る
が
'
国
家
に
封
す
る
犯
罪
で
な
く
'
個
人
間
の
詐
欺
に
′

射
し
て
全
図
に
手
配
し
た
事
葦
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
｡
こ
の
様
な

棟
罪
で
も
'
全
国
に
逮
捕
状
が
俺
達
せ
ら
れ
た
こ
と
は
'
正
に
官
僚
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組
織
の
網
が
全
国
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
'
律
令
国
家
の
像
を
漠
帝

国
の
中
に
董
か
し
む
る
も
の
で
あ
る
ま
わ
か
｡
O

漠
官
に
は

-
-
員
吏
七
百
九
十
六
八
㌧
十
三
八
四
百
石
､
郷
有
秩
獄
吏
五
十

0
0
0
〇

六
人
､
佐
史
郷
佐
七
十
七
人
'
斗
食
令
史
書
天
候
五
十
人
'
官
披

0
0

史
幹
小
史
二
百
五
十
人
'
書
佐
九
十
人
'
循
行
二
百
六
十
人

後
薬

事
天
'
首
官
立

と
洛
陽
令
下
の
願
廉
の
役
人
の
数
を
蓉
げ
て
い
る
｡
任
と
は
漠
簡
に

ょ
れ
ぼ
'
所
謂

｢補
佐
官
｣

7
殻
を
指
す
の
で
は
な
-
'
専
ら
文
書

を
司
る
佑
筆

･
書
記
の
役
人
で
あ
る
O
こ
の
人
数
か
ら
見
て
も
'

7

般
民
事
の
簿
籍
も
居
延
の
例
に
な
ら
う
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き

ょ
ぅ
?
お
よ
そ
'
そ
の
完
備
し
た
偉
達
磨
路
と
'
厳
格
な
文
書
の
取

扱
規
定
に
よ
っ
て
'
中
央
の
命
令
が
同
じ
よ
う
に
重
囲
に
連
せ
ら
れ
'

重
囲
の
報
告
が
同

7
規
劃
の
も
と
に
'
中
央
に
報
告
さ
れ
る
の
が
官

僚
制
慶
の
特
色
で
あ
る
が
'
漠
帝
国
も
こ
の
特
色
を
充
分
具
備
し
た

国
家
で
あ
る
と
云
っ
て
も
､
以
上
の
論
語
か
ら
間
違
あ
る
ま
い
.

但
し
私
は
'
常
時
の
官
簿
が
絶
封
に
不
正
の
な
い
も
の
で
あ
り
'

中
央
の
状
況
把
嘘
が
常
に
正
し
い
も
の
と
い
う
の
で
は
な
い
.

方
今
天
下
少
事
'
衝
役
省
滅
J
兵
専
不
動
'
而
民
多
食
'
盗
賊
不

止
､
其
脊
安
在
'
上
計
簿
具
文
而
巳
'
務
馬
欺
護
'
以
避
共
謀
'

･
････御
史
察
計
薄
､
疑
非
害
者
按
之

漠
書

(
,
由&
帝
紀

郡
図
-

･韓
便
巧
史
書
習
於
計
簿
'
能
欺
上
府
者
､
以
馬
右
職
･･･

‥
欺
護
而
善
書
者
'
尊
於
朝

漢
書
空

真
南
俸

こ
の
二
例
は
､
計
簿
の
不
正
､
引
い
て
は
地
方
官
吏
の
綱
紀
の
頑
慶

を
'
す
る
ど
く
突
い
た
も
の
で
あ
る
｡
,

そ
の
外
'
元
狩
元
年
に
は
上
谷
太
守
が
戊
卒
財
物
の
計
を
入
れ
る

-ヽノ5

に
不
正
確
で
あ
っ
た
所
か
ら
太
守
の
職
を
免
せ
ら
れ
て
い
勘
.
し
か

し
こ
れ
ら
の
例
は
何
時
の
時
で
も
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
.
む

し
ろ
宜
帝
の
よ
う
な
下
情
に
通
じ
た
吏
治
に
明
る
い
天
子
'
巽
南
の

如
き
珍
ら
し
い
廉
直
な
士
で
あ
れ
ば
こ

そ
､
更
に

7
暦
の
綱
紀
葡
正

を
望
ん
だ
の
で
あ
る
.
と
も
あ
れ
前
述
し
た
如
く
'
帳
簿
の
種
類
も

多
く

平
常
か
ら
の
記
載
が
要
求
さ
れ
'
相
互
に
鮎
槍
さ
れ
て
い
る

緊
張
し
た
姿
こ
そ
'
藻
代
官
僚
組
織
の
常
態
で
あ
っ
た
ろ
う
｡

証①
旋
耕
望

｢漠
代
地
方
行
政
制
度
｣
集
刊
l孟

㊥
漢
書
三
九

粛
何
俸

④
湊
書
四
二

張
蒼
樽

④
鎌
田
重
雄

史
潮

〓

7
Q
三

･
四
境

二
二
の

1
儀

藻
代
史
研
究
牧
銀

e
)努
氏
は
こ
の
蘭
の
最
初
に
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入
南
書

居
延
都
尉
九
年
十
二
月
廿
七
日
廿
八
日
'
謹
話
船
'
封
完

つr●

永
元
十
年
正
月
五
日
蚤
金
時
'

時

狐
受
孫
昌

の
簡
を
お
き

一
連
の
簡
の
こ
と
-
考
え
て
い
る
が
'
同
氏
の
鴬
最
に
よ
る

か
ぎ
り
簡
野
が
績
S,て
い
な
い
こ
と
､
月
日
が
合
わ
な
い
こ
と
か
ら
'
こ

の
簡
は
出
土
は
同
じ
で
も
元
来
別
の
筒
で
あ
っ
た
と
思
う
｡

木
簡
に
関
し
て
は
'
努
徐

｢
居
延
漠
簡
考
畢
々
文
之
部
｣
の
序
文
｡
森
鑑

三

｢
居
延
漠
簡
研
究
序
説
｣
東
洋
史
研
究

一
二
の
三
'
居
延
漠
簡
特
集
壊

拙
稿

｢
居
延
襲
蘭
と
そ
の
研
究
成
果

侶｣
古
代
畢
2
の
3

㊥
候
裸
の
武
器
'
そ
の
他
の
設
備
品
に
つ
い
て
は
'
穿
斡

前
著
考
歪
の
部

ニ
'
吉
田
光
邦

｢薬
代
の
弓
と
努
｣
･特
集
騎
'
藤
牧
晃

｢
長
城
の
ま
も
-
｣

自
然
と
文
化
四

⑦
各
文
書
の
形
式
に
つ
い
て
は

藤
枝
晃
の
尊
者
が
漁
定
さ
れ
て
い
る
｡

④
藤
枝
晃

｢
長
城
の
ま
も
-
｣

㊥
後
漢
書

天

首
官
志
五
州
都
保
直
植
絶
佳

㊥
鎌
田
意
雄

前
掲
論
文

⑪
渡
耕
望

前
掲
論
文
｡
氏
は
'
こ
の
中
で
計
簿
の
内
容
に
ふ
れ
'
こ
の
胡

歴
任
以
外
に
も
'
績
志
宗
正
節

韓
子
'
綾
部
幽
志
英
郡
海
塩
麻
の
劉
紹

注
等
を
引
用
し
て
来
宅
の
状
況
'
断
獄
の
情
形
'
兵
戎
の
戊
卒
'
山
林
浮

谷
の
儀
'
開
発
貿
易
の
利
'
以

て地
理
の
襲
蓮
に
及
ぶ
ま
で
簿
に
入
れ
ざ

る
な
し
'
然
ら
ば
蓋
し
'
凡
そ
地
方

1
切
の
情
形
計
簿
に
入
れ
ざ
る
も
の

な
し
｣
と
績
ん
で
い
る
0

⑩
大
庭
借

｢
北
速
畢
令
に
つ
い
て
｣
特
集
額
.

㊥
上
計
の
最
初
の
年
'
永
元
五
年
は
六
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
'
こ
れ
は

最
後
の
年
'
七
年
Q
終
り
が
六
月

1
日
付
に
な
っ
て
い
る
鮎
か
ら
み
れ
ば
'

･渡
部
の
上
計
簿
振
出
の
年
の
締
切
は
'･
六
月

一
日
(
-
五
月
末
日
)
付
に
な

ウ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
都

へ
の
稔
彦
す
る
時
間
を
考
え
て
､
特
に
期

限
を

1
ケ
月
早
く
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
.

⑭
居
延
漠
蘭
に
見
え
る
文
書
の
種
軸
に
つ
い
て
は
'
藤
枝
晃

前
掲
論
文
を

参
照
さ
れ
た
い
｡

な
お
以
下
挙
げ
る
五
種
の
帳
簿
も
'
そ
の
教
の
多
い
こ

と
は
同
論
文
の
香
焼
に
よ
っ
て
も
察
知
出
奔
る
が
'
私
は
最
少
限
度
に
拳

例
し
た
｡

⑯
□
□
事

業

鮒
紅
鮪
誓

'

-

蓋

し
の
簡
は
何
虚
か
の
候
官
の
病
書
の
集
ま
り
状
況
空
不
す
も
の
と
思
わ
れ

る
｡
律
令
の
賓
施
の
度
合
を
知
る

1
例
と
な
る
で
あ
ろ
う
｡

⑯
｢部
｣
と
は
何
を
指
す
か
未
だ
充
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
が
'
支
配
下
金
牌

を
増
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
｡
例
え
ば
甲
渠
候
宮
部
と
云
え
ば
甲

渠
候
官
の
支
配
下
の
候
煤
を
含
め
て
指
し
'
葬
十
七
部
と
云
え
ば
葬
十
七

候
長
の
支
配
下
の
十
七
候
-
第
二
十
二
席
ま
で
金
牌
を
指
し
た
の
で
あ
る

占

ノ0

㊥
拙
稿

｢漢
代
遠
境
兵
士
の
給
輿
に
つ
い
て
｣
東
方
畢
報
二
五
境
.

⑱
穀
物

･
兵
器
庫
の
管
理
に
も

｢
管
理
日
誌
｣
と
も
云
う
べ
き
帳
簿
が
用
意

さ
れ
'
毎
日
倉
庫
の
見
廻
の
欺
況
を
記
入
し
て
い
る
.
左
の
蘭
を
参
照
さ

れ
た
3..

五
月
戊
寅
'
尉
史
蒲
敢
貫
之
'
薄
丁
丑
直
府
'
倉
庫
戸
皆
完
'
母
盗
賊
聾

者

美
四
･九

漬
壬
申
'
直
符
倉
庫
戸
封
骨
完
'
母
盗
賊

孟
七
･こ
こ

薄
行
親
戚
財
物
'
城
内
戸
封
骨
完

二突
･
完

⑩
寄
十
三
算
の
寄
の
例
は
僚
り
餐
見
さ
れ
な
い
が
'
負
と
封
比
し
て
考
え
れ

ば
'
プ
ラ
ス
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
.
お
そ
ら
く
手
入
状
況

が
特
に
よ
い
場
合
に
は

｢寄
｣
と
し
て
賞
せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
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な
お

｢
E
設
備
品
｣
の
項
の
記
連
は
､
藤

枝
晃

｢
長
城
の
ま
も
り
｣
に
負

う
所
が
多
か
っ
た
｡

㊨
藤
夜
晃

｢藻
簡
職
官
表
｣
東
方
畢
報
二
五
に
よ
れ
ば
嫁
は
仮
骨
に
は
存
在

し
な
い
｡
文
面
で
は
甲
渠
侯
官
が
甲
渠
候
長
に
謂
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
､
壕
の
署
名
の
あ
る
以
上
'
都
尉
尉
以
上
か
ら
の
指
令
に
も
と
づ
い

0

て
甲
渠
候
官
か
ら
候
長
に
通
達
し
た
文
書
で
あ
る
.
な
か

仲
居
延
付
受
同

月
の
付
は
俵
で
'
｢
居
延
に
造
り

(間
連
な
-
)
受
け
と
ら
し
め
よ
｣
と
諌

む
の
か
も
知
れ
な
い
｡
こ
の
部
分
が
明
ら
か
で
な
い
の
は
座
食
で
あ
る
が
'

私
の
利
用
に
は

1
鷹
の
さ
し
さ
わ
り
が
な
い
｡

㊧
書
類
の
停
淳
に
つ
い
て
は
'
藤
夜
晃

｢
長
城
の
ま
も
り
｣
､
大
庭
倍

｢
漠
代

の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト
｣
関
西
大
串
東
西
畢
術
研
究
所
論
叢
第
十
六

㊨

円
藤
虎
次
郎

支
那
上
古
史

前
藻
の
時
代
下

官
制

㊨
宇
都
宮
清
音

｢
古
代
帝
観
史
概
論
｣
薬
代
社
食
経
済
史
研
究
｡

㊨
藤
枝
晃

｢
長
城
の
ま
も
り
｣
｡

⑳
襲
書
巻
十
七
功
臣
表
第
五

衆
利
侯
都
賢
.

逢
境
の
兵
卒
と
家
族

さ
き
に
私
は

｢漠
代
遁
境
兵
士
の
給
輿
に
つ
い
て
｣
(東
方
畢
報
二
五
)

の
中
で
､
黙
長
以
上
の
家
族
が
穀
物
を
受
け
て
い
る
例
は

一
つ
も
な
い
o

L
た
が
っ
て
戊
卒
は
家
族
つ
れ
で
あ
る
が
､
怖
長
以
上
の
も
の
は
単
身
赴

任
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
t
と
推
定
し
た
.

し
か
し
燃
長
の
家
族
が
穀
物
を
受
け
て
い
る
例
は
う
た
た

1
衝
で
は
あ

る
が
､
同
論
文
に
引
用
し
た
武
威
照
長
孫
肩
膏
の
家
族
の
例
が
あ
る
｡
こ

れ
は
私
の
手
洛
で
あ
る
が
'
戊
卒
が
家
族
つ
れ
で
燃
長
以
上
の
者
は
単
身

赴
任
し
た
と
い
う
結
論
は
挙

ら
な
い
.
私
が
家
族
つ
れ
と
い
う
の
は
'
内

部
か
ら
連
境

へ
つ
れ
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
っ
て
､
家
族
と
伺
居
し
て
3.

た
と
の
意
味
や

は
な
い
｡
侯
襟
の
現
僕
か
ら
考
え
'
ま
た
罪
人
と
考

え
ら

れ
る
戊
卒
家
蔵
に
何
等
の
磯
を
も
課
し
て
い
な
い
鮎
､
配
給
帳
簿
の
組
織

♪

(
前
掲
論
文
参
照
)
か
ら
推
寮
し
て
､
成
卒
と
家
族
の
同
居
は
'
原
則
と
し

て
は
無
理
で
あ
ろ
う
｡
し
た
が
っ
て
逢
境
に
家
を
持

っ
て
い
た
陳
長
等
と

同
じ
燥
件
の
も
と
に
あ
っ
た
と
い
ぅ
こ
と
が
で
き
る
｡
た
だ
こ
の
よ
巧
に

考
え
た
時
'
兵
士
は
家
族
と
何
時
面
曾
す
る
か
疑
問
な
の
で
あ
る
｡
陳
長

等
は
功
お

よ
び
努
が

1
定
の
童
に
淳
す
る
と
'
休
暇
が
輿
え
ら
れ
て
家
に

蹄
る
こ
と
が
出
来
る
｡
卒
に
休
暇
を
輿
え
た
衝
が
な
い
の
が
不
思
議
で
あ

る
.
兵
卒
に
は
滴
戊
者
が
多
い
の
で
､
ひ
ろ
-
法
制

･
制
定
の
研
究
家
の

御
教
示
.を
得
た
い
.

昭
和
二
十
九
年
度
京
大
東
洋
史
卒
業
生

及
び
卒
業
論
文
題
目

同
治
中
興
と
初
期
の
拝
辞
運
動

孫
文
と
中
歯
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー

ー
辛
亥
革
命

-
1
九
二
五
年

1

明
清
交
替
期
の
坂
乱

大

戸

道

彦

近

藤

秀

樹

寺

田

隆

信

ー
李
自
戒
集
圏
､
そ
の
構
造
と
展
開

1
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The Officialdom of Han Dynasty Reflected

in Official Memorandums

K. Yoneda

It has been stated by many that the politics of Han Dynasty were

well performed, especially through the lower agencies. But the foun

dation for this statement is primarily the fact that the institution was

well organized, and it has not been proved whether the institution

actually and rightly worked. I examined the memorandums of lower

officials in those days, numerously found in Chii-yen (}i!H~) and have

reached the conclusion as the following.

1) The central government could keep a good watch upon the local

conditions.

2) The memorandums were daily filled in according to the rule and

were inspected so strictly as to get highly reliable.

3) Thus the traditional statement concerning the local politics of Han

Dynasty is well-established.
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